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令和 3 年度  第 ９ 号 １２月２３日発行 

岩手県立大学社会福祉学部及びみちのく大寿会との共同企画で今年度始まった「おおの宝探しプロジェクト」につい

て、全３回の連載企画としてこのプロジェクトを広く紹介していきたいと思います。なお、このプロジェクトは「過去」「現

在」「未来」の３部構成となっており、今月号では第２回のプログラムについてご紹介します。 

【参加生徒の感想】 ĶཪਪȦಁȞɈɉĂாඨɈݔ෪Ɉ༑ɦĤ 

・「大野は自然と福祉に囲まれた地域だと思いました。町歩きを

通して自然も豊かで、大野にある施設が地域の人を喜ばせる

ことのできる環境であると思ったし、地域のことを深掘りしてい

くことによって良いところも改善すべきところも出てきたので、

より考えていくべきだと感じました。そして、何気ないことでも

地域の人と関わっていきたいです。」 

・「今回のまちあるきでは、私が最初に考えていたような福祉を

たくさん知ることのできるまちあるきだったなと思います。障

害を持っている方でも働ける場所があったり、シェアハウスを

することができたりする場所などこれからこのような場所が少

しでも増えていけばいいなと思いました。簡単ではないと思い

ますが、自分でそのような働ける場所を作ることも可能なこと

だなと思いました。」 

・「今日参加して、福祉がまだまだありそうだなと思いました。幼

稚園や保育園の違いがあることを初めて知りました。幼稚園と

保育園は名前が違うだけで一緒だと思っていたのでまちある

きをして違いを知ることが出来たので良かったです。また、子

供を持つ親にとっては幼稚園と保育園が合体する事で勉強す

るだけでなく、預けるだけでもなく両方子供にする事が出来る

のが良い福祉だなと思いました。こうして大野はまちづくりが

もっともっと良くなって欲しいと思いました。」 

・「まちづくりをこれから私達がしていく上で、自分の価値観だけ

でなく、色んな方々のお話を聞いて見たいと思いました。まち

あるきをして、色んな方に向けたサービスを知ることで初め

て、その事に苦労している人がいることに気が付きました。人

は、苦しんでいる時なかなか声に出すことが出来ないという現

状を知り、そのような人にどのような対応をするべきか私はま

だ分からないので今後の課題にしていきたいと思います。私は

大野に居る全ての方が不自由なく生活して欲しいと思ったの

で、これから大野に足りない福祉に気がついていけるような、

寄り添える温かい人になりたいと思えました。」 

・「前回も含め、実際にまちを歩いてみないと分からないことがと

ても多いです。なので私たちが学んだこと、感じたことを大野

の皆さんに知って欲しいです。例えば、大野に共同住宅がある

ことを知っている人はほんのわずかだと思います。私も知りま

せんでした。障害を持った方が働ける場所や、福祉センターの 

ĤɂȮ჉۔ȩȺȯȞĤĤăķ 

ように日中過ごせる場所、相談する施設があるということをより多

くの皆さんに知ってもらう活動をすることで、困っている人を救え

るかもしれません。福祉には正解がありません。可能性は無限大

なので少しでも大野の活性化につながる取り組みをしたいです。」 

・「社会福祉協議会では、サロン、敬老会、病院などに移送するサー

ビス、チャリティーショーなどを行っている場所ということを知るこ

とができて良かったです。この場所で行っている活動で特に驚い

たのが、婚活や困っている人へのお金の貸付などを行っていること

です。また、共同住宅「りんどう」の前は通学路なのでいつも通る

のですが、今回この共同住宅「りんどう」という場所も福祉に関係

していたことを知ることができて良かったです。そして、地域婚活

支援センターは、60 歳以上の方の相談窓口であるということも今

回知ることができて良かったです。」 

・「今回は大野にあるさまざまな福祉サービスを学ぶことができまし

た。特に驚きだったのが共同住宅のりんどうのことです。使わなく

なった家を再利用して、病気がある人たちが共同で暮らして不安

を和らげるようにしている住宅と知ったときにとてもいい施設だな

と思いました。また、実際にまちあるきをすることで細かいサービ

スを見つけることができたし、私たち高校生が上手く活用できそう

なスペースを見つけることもできました。例えば、診療所につなが

る高齢者が相談できる施設や、物産館にある元バスの券売り場な

どを発見することができました。これらから思いやりの福祉を見つ

けることができてとてもいい体験になりました。」 

・「共同住宅りんどうは、病気の方が住んでいて、地元で過ごしたい

という方や最期まで家に居たいという方の希望にこたえられる場

所ということを知りとても良い考えだなと思いました。また、障がい

がある方でも気軽にお仕事をすることが出来る場所があるというこ

とを初めて知りました。このことは地域でもあまり知られていないと

思うのでチラシなどで広めて行けたらいいなと思いました。高齢者

の方だけでなく若者も暮らしやすく、ずっとここに居たい！と思っ

て貰えるようなまちづくりをすることが今後の課題だと感じました。

今回のプロジェクトで話し合った、『小規模多機能くじひら』で出来

ることやどうしたら沢山の方々が利用してくれるか、若者から高齢

者の方まで楽しめることはなにか、などみんなで考えたことがいつ

か実際になにか出来ればもっともっと大野がより良い町になるので

はないかと思いました。」 

【目的】 

１ 地元学を通して、高校生が大野地区の現在を知

り、過去からの変化や現在の地域課題について考

えるきっかけとする。 

２ 福祉的視点を持ってプログラムに参加すること

で、改めて自分が生活する地域の社会資源や人

的資源を認識する機会とする。 

［参加生徒】（2 年生 8 名） 

太内田亜依、奥寺星華、金澤彩花、上小路莉音 

小村峰憂、繋真帆、福島光希、向明戸快 

【日程】 １０月２３日（土）1０:00～1６:00 

9:50 小規模多機能ホームくじひら集合 

9:55 事前説明（プログラム内容・1 日の流れ） 

10:15 社会福祉協議会（大野福祉センター）着 

10:45 パワーズ（就労継続支援事業所）着 

11:40 大野地域包括支援センター、大野診療所、 

    大野歯科診療所、大野保健センター、 

大野こども園、大野児童館 見学 

12:10 老人憩の家着 

12:30 昼食 

13:30 座学 テーマ「福祉ってなに？」 

   ①社会福祉法人みちのく大寿会副施設長講義 

   ②岩手県立大学社会福祉学部教授講義 

   ③ディスカッション「大野の福祉と地域課題」 

15:30 まとめ 

16:00 終了 
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大野高校通信 

おおの宝さがしプロジェクト（岩手県立大学＆みちのく大寿会とコラボ） 

第２回「現在」－大野の今を知り、福祉を学ぼう－ 



【バレーボール】・久慈地区新人大会１１／２６（於野田村） 大野０-2 久慈東 大野０-２久慈 

 ※単独チームで出場し、地区第 3 位。残念ながら県大会出場はならず。次に期待！ 

１０／７（木）中間発表会につ

いては、飛翔第７号で紹介し

ましたが、今回はその後の活

動の様子をお知らせします。 
［情報発信班】（木村遼・柏木勇人 

・長川由依・武井瑚華・瀧音海斗） 

・「情報発信班はＳＮＳを利用し、各班の活

動や大野の魅力を発信する活動をしてい

きます。これまでに３回の投稿をしていま

すが、これからも話し合いの中でしっかり

内容を決定し、よりよい活動にしていきま

す！」 

【おおのキャンパス班】（須田麗・細越以真 

・玉舘大輔・舘又桜・長内まい） 

・「大野の活性化を高校生がすることで、

町全体で大野をよりよくできるようにした

いです！ 映えスポットを作ったときに班

員皆で達成感を味わったり、たくさんの人

に大野の魅力を知ってもらいたいです！」 

【地域連携班】（池田紫月・上小路真杜 

・田澤優衣・向田苺・山野下千奈津） 

・「スポーツ大会を開催して、地域の方々

と運動を通してコミュニケーションをと

り、地域の活性化につなげたいと思いま

す。」 

［おおのミルク工房班】（奥寺雪月・繋葉月 

・小田奈菜・髙山夏葵・新井田海真） 

・「私たちは、商品を作るために、おおのミ

ルク工房へ行き、試作をしました。また、

私たちは、その商品を通して大野の魅力

が伝わるように心がけて、おおのミルク工

房さんと協力し、作っていきたいと思いま

す。」 

【行者にんにく班】（宇名澤咲幸・南凜 

・三本木琉葵・附柳祐太・馬場けんじ） 

・「文化祭で作ったからあげの反省を生か

して、さらにおいしくからあげを作って、た

くさんの人に知ってもらいたいです。ま

た、たくさんの人に知ってもらうために、

いろいろなことを企画したいと思います。」 

１／２７(木)～2／1(火)3 年後期末考査 
２／４（金）～５（土）2 年共通テスト模試 
２／９（水）～１５（火）１・2 年後期末考査 
２／１７（木）3 年登校日・学校評議員会② 
２／２１（月）3 学年 PTA・PTA 役員会② 
２／２８（月）卒業式予行・同窓会入会式 
※ 諸般の事情により、急遽、中止、または日程・内容の

変更を行うことがありますのでご了承ください。 

１／４（火）～９（日）3 年進学課外 
１／５（水）～７（金）１・2 年冬季課外 
1／１１(火)始業式・休み明けテスト・学校安全の日 
１／１３(木)自動車学校通学許可証交付式② 
１／１４(金)漢字検定③ 
１／１5(土)大学入学共通テスト（1 日目）・１･2 年進研模試 
１／16(日)大学入学共通テスト（2 日目） 
１／２６(水)高校推薦入試 ※在校生授業あり 

インスタグラム 第１回投稿

画像(大野ダム親水公園) 

ﾕｰｻﾞｰﾈｰﾑ(検索ワード): 

 joho_hassin 
名前：大野の魅力探検隊 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 学校の様子（１１月後半～1２月前半の校内行事等から） 

1 年事業所見学会（１２／10） 大野高校振興協議会（１２／15） 
昨年度まで洋野町役場大野庁舎を会場と

していましたが、今年度 1 回目は書面開催、

そして今回は本校会議室で開催し、林副町長

はじめ洋野町、同窓会、ＰＴＡ、大野中学校

等、関係各位に多数お集まりいただき、大野

高校の未来について大いに語り合いました。 

高校 1 年生への業務説明や現場見学を通

じ、地元企業への関心を高め、新たな職業観

を養うことを目的に開催しました。今年度はコ

ロナ感染拡大防止の観点から､企業、学校、

振興局をＷＥＢ会議ツール「ＺＯＯＭ」で接続

し、企業内部をライブ中継で見学しました。 

★ 部活動各種大会の結果 

★今後の主な予定（1 月～2 月） 

県立総合教育センター学校教育参与の

岩井昭先生をお迎えしました。岩井先生は

Ｈ２６年度に久慈工業高校長、その後、教

育次長、教育センター所長等を歴任され

た方で、この日も、学校教育のＩＣＴ化、学

校の魅力化・特色化等、さまざまな視点か

ら、ご指導、ご助言をいただきました。 

学校教育参与学校訪問(11／３０) 学力・授業力向上の取組（数学）(11／２9) 
県教委学校教育室鳩岡史朗指導主事をお

迎えし、今年度２度目となる数学の研究授業

を行いました。授業者は内間研治先生で、単

元は数学Ａ「チェバの定理・メネラウスの定

理」でした。三角形と直線の関係を表す法則

について学ぶ授業でしたが、生徒は互いに教

え合いながら熱心に取り組んでいました。 

（クローズアップ）1 年総合的探究「おおのの未来を考えよう」活動経過報告 

エアコン設置工事始まる（11／３０） 1 年保健講話・教職員向け講話（１２／7） 
心の健康教育を通じて、互いに尊重し合うこ

との大切さを考え、自分が直面している悩みや

不安を緩和するきっかけを作ることを目的とし

て、岩手医科大学医学部災害・地域精神医学

講座特命助教の赤平美津子先生から生徒と職

員の２回に分けて講話をしていただきました。 

国の熱中症対策として始まった学校へのエ

アコン設置事業ですが、本校でも１１月末から

工事が始まりました。大野の夏はあまり長くあ

りませんが、自然に囲まれているため蝿など

の虫が多く、夏でも窓を閉められるのは助か

ります。末永く大切に使いたいと思います。 


